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～家畜の衛生と防疫～
第１22号 令和 8年（２０２6年）2月 

日高家畜衛生防疫推進協議会 
北海道日高家畜保健衛生所 

ＴＥＬ：０１４６－４２－１３３３ ＦＡＸ：０１４６－４２－０５４２ 

ホームページ https://www.hidaka.pref.hokkaido.lg.jp/ds/khe/ 

 

 

 

 

 

 

 

 

馬鼻肺炎ウイルスは、妊娠馬の流産（胎齢 9～

11 か月に多発）や生後直死（生後１～３日で死

亡する虚弱馬）などを引き起こします。また、呼

吸器症状や神経症状の原因にもなります。 

馬鼻肺炎による流産・生後直死が発生する

と、胎子や羊水に含まれる大量のウイルスが環

境を汚染し、周囲の馬への感染源になります。 

生ワクチンの普及に伴い継続発生数は減少し

ていますが、引き続き適切な衛生管理と併せた

対策が重要です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

最新の管内発生状況は日高家畜保健衛生所ホームページで 

お知らせしています。 
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令和 8 年繁殖シーズ ン馬鼻肺炎発生状況 

馬鼻肺炎による流産・生後直死：11戸 20頭発生(令和８年２月 20日現在） 

 

馬鼻肺炎による流産・生後直死の発生･継続発生を防ぐために  
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アフリカ豚熱はウイルスの感染により、豚やいのししに発熱や全身の出血性病変を引き起こ

す致死性の高い伝染病です。国内での発生は確認されていませんが、隣国の韓国では令和元

年の初発生以降、発生が継続しており、台湾においても令和７年１０月に発生が確認されてい

ます。 

発生国から持ち込まれた豚肉製品からウイルス遺伝子が検出される事例が継続しており、

その一部からは実際に感染力を持つ生きたウイルスが検出されていることから、国内への侵

入リスクは非常に高い状況が続いています。 
 

飼養者や畜産関係者の皆様におかれましては、次の発生予防対策の徹底をお願いします。 

◆ 入退場時の更衣・消毒 

◆ 関係者以外の立入の制限、野生動物侵入防止 

◆ 発生国への渡航の自粛 （外国人従業員への国際郵便物に注意） 

◆ 食品循環資源を利用する農場においては、適正な処理の確認 

◆ 疑わしい症状があれば直ぐに家畜保健衛生所へ通報 

 

  

国 外 に お け る ア フ リ カ 豚 熱 の 発 生 状 況  

https://www.maff.go.jp/j/syouan/douei/asf.html#kaigai_ASF 
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R7～8シーズンで 11道府県 18事例発生があり、約 423万羽が殺処分対象となってい

ます。道内でも 10月に白老町、11月に恵庭市、12月に由仁町で発生しました。 

野鳥における陽性事例は道内で 43例（2月 17日現在）発生しており、管内においても、1

月にカラスでの陽性事例がみられ、環境中にウイルスが広く存在していると考えられます。 

今後、渡り鳥の北帰行や、雪解け後の野生動物の活動により、本病の発生リスクがさらに高

まります。農場においては野生動物侵入防止のため、金網やネットの破損箇所の点検・修繕を

実施するとともに、対策の強化をお願いします。 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 30年 9月以降、本州、四国、九州及び沖縄の豚等飼養農場において豚熱が発生して

います（令和 8年 2月 17日現在、100事例）。 現在、北海道を除く全ての都府県で豚熱ワ

クチンを接種しているため、道外から豚（愛玩用を含む）や精液の導入は制限されています。 

本州、四国、九州では野生いのししから豚熱ウイルスが継続して検出されており、検出区域

は、北は青森県まで拡大しています。  

野生イノシシがいない北海道でも、人や物の移動を介してウイルスが農場へ侵入するリスク

がありますので、飼養衛生管理の徹底による侵入防止対策の継続をお願いします。 

国 内 に お け る 豚 熱 の 発 生 状 況  

国内における高病原性鳥インフルエンザの発生状況 

https://www.maff.go.jp/j/syouan/douei/tori/r6_hpai_kokunai.html 
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関係機関の皆様のご協力の下、令和 7年度は新ひだか町 71戸 2,271頭（三石地区 42

戸 1,320頭、静内地区 29戸 951頭）の検査を実施し、結果、6戸 10頭のヨーネ病患畜

を摘発しました。今後、発生農場では対策を講じていきますので、引き続きご協力をお願いし

ます。 

令和 8年度は、下記のとおり実施を予定しています。日程の調整、検査補助等、関係機関の

皆様にはご協力をお願いします。 

対象：24か月齢以上の搾乳牛及び肉用繁殖雌牛 

実施地域： 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 6 年 11 月、国内で初めてランピースキン病の発生が確認され、同年 12 月 26 日ま

でに福岡県・熊本県で累計 230 頭の発症が確認され、後に終息しました（疑症含む）。国内で

の発生を踏まえ、今後、発生及び感染拡大を効率的かつ効果的に防止するために、令和 7 年

7 月 28 日付けで殺処分の命令など「家畜伝染病」に対するまん延防止措置と同程度の措置

を行えるよう家畜伝染病予防法に基づく政令が制定され、ランピースキン病は法第 62 条

の疾病の種類に指定されました。 

本病はウイルスによる牛の感染症で、発熱、乳量の低下、皮膚の結節がみられます。発症牛

のほとんどは自然に治癒しますが、発症牛の生乳出荷や移動の自粛が必要となります。主に

サシバエなどの吸血昆虫を介した感染の他、感染牛や車両、人の移動によっても感染が拡大

します。 

発生予防には農場内の吸血昆虫の駆除が重要となります。気温が上昇すると吸血昆虫の活

動が活発になるため、吸血昆虫の駆除などによる発生予防の徹底をお願いします。 

 

 

 

 

 

 

 

年度 町名（地区） 

令和６年度 新冠町 

令和７年度 新ひだか町 

令和８年度 平取町 

令和９年度 日高町（門別地区） 

令和 10年度 日高町（日高地区）・浦河町・様似町・えりも町 

ラ ン ピ ー ス キ ン 病 に つ い て 

家畜伝染病予防法第５条に基づく牛のヨーネ病検査 

北海道への侵入とまん延を防止するために 
・異常牛の早期発見・早期通報：日頃の健康観察を徹底。導入牛は特に注意。 

・サシバエやダニなどの害虫駆除 

・牛舎や器具などの清掃・消毒を徹底。 

疑わしい牛が確認された場合は、当所に連絡してください 
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ロドコッカス・エクイ感染症は子馬に肺炎などを引き起こす疾病です。原因菌は放牧地やパ

ドック等の土壌に存在しており、雪解け以降、子馬が感染しやすくなります。また、子馬や成馬

の糞便からも菌が排出され、土壌や厩舎内の汚染を広げます。 

予防には子馬の身の回りの衛生管理が重要です。 

○放牧地やパドックのこまめな馬糞除去（ボロ拾い） 

○馬房内や厩舎の通路などの清掃消毒（塩素系消毒薬が有効） 

○子馬を堆肥場に近づけない。堆肥を放牧地へ散布するときは完熟を確認する 

○毎日の子馬の検温、健康観察、早期受診 

 

獣医師のみなさまへ 

 管内ではリファンピシン・マクロライド

系多剤耐性ロドコッカスが複数の牧場で

確認されています。耐性株のまん延防止

のため、気管洗浄液等による細菌培養・

薬剤感受性試験の実施、抗菌薬の慎重

使用についてご留意いただくとともに、

飼養者へ予防対策についてご指導をお

願いします。 

 

 

 

 

管内では令和 6 年の 6～8 月にかけ、牛・馬で計 15 頭（うち 1 頭死亡）の日射病・熱射病

発生の報告がありました。令和7年は7～8月にかけ、牛・馬で計 11頭の報告がありました。

暑熱により家畜の死亡、流産、乳量低下、繁殖機能の低下、発育遅延など様々な影響が出ます。 

今夏も平年を上回る暑さになる見通しのため、早めに暑熱対策を実施し、暑熱被害を最小

限に留めましょう。 

 

 

 

 

  

ロ ド コ ッ カ ス ・ エ ク イ 感 染 症 の 対 策 

暑 熱 対 策 を 万 全 に 

暑熱被害を防ぐために 
・放牧地やパドックに日陰を設置し、畜舎に送風ファンや散水設備を設置する 

・過密飼育を避け、新鮮な水やビタミン・ミネラルを給与する 

・健康観察により異常畜の早期発見・早期治療を行う 
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防疫措置を円滑に開始するためには、受入れのための会場設営、防疫作業者の支援・補助

が必要になるため、令和 7年 9月 19日に日高振興局において、防疫演習を開催しました。 

本演習では高病原性鳥インフルエンザ発生時の防疫対応について説明するとともに、高病

原性鳥インフルエンザの発生を想定した集合施設及び農場テントの設置、防疫作業者への防

疫衣着脱、動力噴霧器を用いた全身消毒の実施訓練を行いました。 

 

 

 

 

 

 

定期報告を元に口蹄疫等の有事の際の防疫計画を作成しており、未報告の場合、初動防疫

の遅れに繋がるおそれがあります。今年も期限内の報告をお願いします。 

１ 提出が必要な方 

家畜を所有している方。家畜の飼養目的を問いません（愛玩用も含みます）。 

２ 報告内容の基準日 

令和８年２月１日時点の状況について報告してください。 

３ 提出期日 

①牛・水牛・鹿・馬・めん羊・山羊・豚・いのしし：令和８年４月 15日 

②鶏・あひる・うずら・きじ・エミュー・だちょう・ほろほろ鳥・七面鳥：令和８年６月 15日 

４ 報告様式 

様式の入手、記入方法については、農場が所在する町役場または日高家畜保健衛生所まで

お問い合わせください。 

５ 提出先 

 農場が所在する町役場または日高家畜保健衛生所 

６ 電子申請について 

本報告は農林水産省共通申請サービス（eMAFF）により、電子的に行うこ

とも可能です。 

詳細は北海道庁畜産振興課の家畜衛生支援システムのページをご覧くだ

さい。 

 

 

定 期 報 告 の 提 出 を お 願 い し ま す 

家 畜 伝 染 病 防 疫 演 習 を 開 催 し ま し た 

説明                防疫衣の着脱         動力噴霧器の使用方法 
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戸数
頭羽
群数

発生場所 戸数 頭羽群数 戸数
頭羽
群数

発生場所

牛 30 87

日高町
新冠町

新ひだか町
浦河町
えりも町

214 779 28 118

日高町
新冠町

新ひだか町
浦河町
えりも町

山羊 2 15

高病原性鳥インフルエンザ 鶏 1 2

高病原性鳥インフルエンザ(疑似患畜） 鶏 1 45,248

戸数
頭羽
群数

発生場所 戸数 頭羽群数 戸数
頭羽
群数

発生場所

牛 17 31

牛 4 5

牛 37 61

日高町
平取町
新冠町

新ひだか町
浦河町
えりも町

225 639 33 54

日高町
平取町
新冠町

新ひだか町
浦河町
えりも町

牛 1 1 新ひだか町 2 3

牛 4 9

牛 1 1 日高町 2 3

馬 2 6

牛 1 1

牛 3 107

牛 1 1

牛 2 6

牛 40 69 1 1 日高町

牛 1 5

馬鼻肺炎（疑症） 馬 呼吸器病1 呼吸器病4 新ひだか町 1 4

馬インフルエンザ 馬 3 13

豚 1 12
新冠町

（と場発生）
6 34 1 5

新冠町
（と場発生）

蜜蜂 29 1353

蜜蜂 23 251

牛伝染性鼻気管炎

牛ウイルス性下痢

日高

届出伝染病

家畜の
種類

病　　名

異常産9 異常産11

日高町
新冠町

新ひだか町
浦河町
様似町

牛伝染性リンパ腫

気腫疽（疑症）

破傷風

異常産2510 12

病　　名
家畜の
種類

日高北海道（令和7年10月末時点）

令和7年次

日高

令和6年次

馬

チョーク病

豚丹毒

バロア病

馬鼻肺炎

北海道（令和7年10月末時点）

家畜伝染病（法定伝染病）

異常産16

日高

令和6年次令和7年次

ヨーネ病

日高町
新冠町

新ひだか町
浦河町

牛丘疹性口内炎

サルモネラ症

牛伝染性リンパ腫（疑症）

牛ウイルス性下痢（疑症）

牛伝染性気管支炎

破傷風（疑症）

気腫疽

道 内 ・ 管 内 に お け る 伝 染 病 発 生 状 況 
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2 月 着 任 職 員 挨 拶 

北海道日高家畜保健衛生所 

〒056-0003 日高郡新ひだか町静内旭町 2丁目 88番 5号 

連絡先 TEL：0146-42-1333 FAX：0146-42-0542 

緊急連絡先(時間外･休日･夜間) TEL：0146-22-9030 (日高振興局総合案内) 

「家畜保健衛生所への連絡」とお伝えください 

 

 

最新の情報は当所ホームページにて 

随時更新しております。 

 

 

 

 

獣医師 末永
すえなが

 和
なごむ

 

こんにちは。新規採用職員として日高家畜保健衛

生所に配属されました、末永です。以前は、開業の

先生の元で臨床獣医師として勤務していました。そ

の期間に講習会で学んだ疾病の情報や、現場での

経験を衛生指導、農場巡回の場で皆様に還元して

いけるよう精進して参ります。まだまだ、未熟者で

日々学びの連続ではありますが、一日でも早く一人

前になり皆様のお力になれるように努力していき

ます。皆様どうぞ、よろしくお願いいたします。 

所 内 体 制 ＆ 緊 急 連 絡 先 


